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松陽中学校区の曽根幼稚園、伊保こども園、曽根小学校、伊保南小学校、松陽中学校は、道徳教育連絡会において互いに連携して、道徳教育を行っています。
小・中学校の道徳授業で使用している道徳教科書や、兵庫県道徳副読本「こころはばたく」（小学１・２年）、
「心きらめく」（小学３・４年）、「心ときめく」（小学５・６年）「心かがやく」（中学１～３年）を親子で読んで、感想や意見を交換しあう機会にしていだだいています。　　
寄せられた感想を一部ご紹介します。

松　陽　中　学　校
「我が言は万人の声」（心かがやく）
３年生・・・私は、主人公の齋藤隆夫さんは、誤った道を正そうとする誠実で真面目な人だなと思いました。軍を批判することは、命がけというのは十分に分かっていたと思うし、それでもどうにかして人々の苦しみを救ってあげたいと思う気持ちに感動しました。批判すると命を落としてもおかしくない状況で、とても不安はあったと思うけど、それよりも人々の苦しみの方が強かったから、「反軍演説」を行うことができたのだと思いました。そこから自分の身を捨ててまで、国のために動く齋藤さんを尊敬します。人のために動くということは、勇気と覚悟が必要だと思いました。私もこの本を読んで、間違いや誤りを伝えることができ、人のために動けるような、勇気と覚悟を思った心の強い人になりたいです。
保護者・・・言論統制の厳しかった時代に、自分の信念を持ち続け、身の危険を顧みず、外部に向けて発言し、一人立ち上がる姿に感動します。我が子に思うことは、その時々に流されず、自分の進むべき道を深く考えてほしいということです。そして、間違いを正す勇気や信念を持ち、未来に向かって、精一杯生きていく強さを持ってほしいです。
伊　保　南　小　学　校
「いま、生きているということ」（心ときめく）
５年生・・・２年前に、ひいおばあちゃんに戦争の話を聞いて、食べ物がなくていつ死ぬか分からなくて大へんだなと思いました。この話を読んで、人の気持ちを分かる人になりたいと思いました。
保護者・・・私も昔、祖母から戦争の体験を聞いて、なんて怖いのだろうと思いました。今は、戦争の話を聞く機会が少なくなり、平和なことがあたり前だと思ってしまっています。平和な世界で、命の大切さに気付き、自分と同じぐらい他の人の命を大切にできる人になってほしいと思いました。
「目標に向かって」（心きらめく）
４年生・・・わたしは、水泳で２５ｍを最初は泳ぐことができなかったけど、努力したら２５ｍを泳げたので、目標に向かってあきらめずにがんばることはとても大切だなと思いました。
保護者・・・これから先、長い人生の中で、色々な目標が出てくる事と思います。小さい目標であれ、大きな目標であれ、それに向かって努力するという過程がとても大切だと思います。たとえ失敗したとしても、それまでの努力が本人を成長させてくれると思います。
曽　根　小　学　校
「だれも知らないニュース」（小学生の道徳５）
５年生・・・スマホやインターネットの使い方について考えました。本当かどうかわからないことでもインターネットに書きこむと、たくさんの人に広がって大変なことになるのだとわかりました。インターネットは便利だけれど、使い方によっては人を傷つけることがあるのだとわかりました。

保護者・・・今一番大切な話ではないかなと思います。この話を読んで、子どもは「こんなことをしたらあかんなあ」と言っていますが、いざ自分が主人公の立場に立ったら、そういう冷静な判断ができるでしょうか。情報があふれている社会の中で、情報に流されず、しっかりと自分の意志を持って判断していける大人になるように気をつけて育てていきたいと思います。
パソコンの画面を相手にしていると、その先に何万人もの人がいることは、なかなか想像できません。先が見えないからこそ、より一層気をつけないといけないと話し合いました。
